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１．利用負担金変更について 

利用負担金規程につきまして平成３０年４月より一部改訂いたしまます。 

 

（１）追加負担金の倍率変更 

 １０万円未満          1.0 倍（変更なし） 

 １０万円以上５０万円未満    1.2 倍（変更なし） 

 ５０万円以上１００万円未満   1.4 倍 

 １００万円以上         1.6 倍 

 

（２）民間利用負担金の料金変更 

 （a）公開型  負担金 １８万円  60,000 ポイント 

   （６月まで利用可能な期間限定ポイント 18,000 ポイント） 

 （b）非公開型 負担金 ３０万円  50,000 ポイント 

 

（３）機関利用負担金のポイント変更 

   基本負担金（25 ユーザ）２５万円  400,000 ポイント 

   追加負担金       １０万円  160,000 ポイント 

 

詳細は次の URL をご覧ください。 

利用負担金規程：http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/sc/riyou/kitei_futankin.html 

 

２．年度切り替え及び保守等について（UV2000 の停止期間が延びました） 

 年度切替え処理及びシステム保守作業のため下記の通り計算サービスを休止致します。 

・FX100,CX400 

  平成３０年３月３１日（土）18:00 ～ 平成３０年４月３日（火）19:00 

・UV2000 

 平成３０年３月３０日（金）19:00 ～ 平成３０年４月６日（金）19:00 

※４月３日のサービス開始から新年度となりますので継続申請されていない方はご利用が

出来なくなりますのでご注意下さい。 
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３．年度末・年度初めのジョブの取扱いついて 

今年度の計算サービスは、FX,CX は、３月３１日（土）18:00、UV2000 は３月３０日（金）

19:00 に終了します。終了時点で実行中や実行待ちとなっているジョブは強制終了となりま

す。継続申請を行った利用者の方は平成 30 年度の計算サービス開始後に再度ジョブ投入を

行って下さい。 

利用者の皆様には、ご迷惑をお掛け致しますがよろしくお願い致します。 

 

４．情報基盤センター棟改修工事のお知らせ 

 

情報基盤センター棟の改修工事が平成３０年６月から平成３１年３月の予定で行われる

ことになりました。   

改修工事に伴う移設作業等で，利用者用施設は次の様に運用する予定です。 

 

施 設 名 利用可能期間 

新館１階可視化室 平成３０年４月２７日まで利用可能 

本館１階利用者支援室 平成３０年４月２７日まで利用可能 

平成３０年５月下旬以降、他施設への移設を検討中です。

詳細が決まりましたらお知らせ致します。 
本館３階 IT 相談コーナー 

    

その他詳細は決まり次第，下記 URL にてお知らせいたします。   

[スパコンのページ](http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/sc/)   

 

本件担当 

   名古屋大学 

   情報連携統括本部情報推進部情報基盤課 

   （全国共同利用担当） 

  E-MAIL：kyodo@itc.nagoya-u.ac.jp 

 

５．期限切れファイルの消去について（再掲） 

 

平成 30 年度の継続申請がされていない利用者のファイル(全システム)は，４月末日に 

消去しますので，ご承知おきください。必要なファイルは，３月末日までに外部媒体にバ 

ックアップするか，他の継続申請を行う登録番号にファイルを移行してください。 
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